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令和６年度一般会計補正予算

12月定例会後 一般会計予算　545億4,370万円
使い方をチェック！

（継続費）
小学校特別教室空調設備設置事業費
 4,583万５千円（うち令和6年度分458万4千円）
中学校特別教室空調設備設置事業費
 3,522万６千円（うち令和6年度分352万3千円）
　児童生徒の使用頻度が高い特別教室に空調設備を設
置するため、設計業務の委託費用を増額し、合わせて
適正な工期を確保するため、２ヶ年度以上にわたって
支出することができる継続費として設定します。
　Ｑ　設計は小学校・中学校合わせて発注を行うのか
　Ａ　１者にすれば経費が削減できるが、小中合わせ

て20校以上になるため、調整中である。
（小学校 市 4,583万５千円）
（中学校 市 3,522万６千円）

文書発送費 80万１千円
　令和６年10月からの郵便料金価格改定に伴い郵便発
送料に不足が見込まれるため、その分を増額します。
　Ｑ　法律上郵送しなければならないものは別として、

その他の文書について、郵送が必要なのか見直
し等は行っているか

　Ａ　庁舎間や自治体間で、電子メール等に置き換え
られるものについては各課で取り組んでいるとこ
ろ。それ以外の市民向けの文書等については、
これから検討していきたい。

（市 80万1千円）

ひとり親等ファミリー・サポート・センター
利用助成事業費 ９万９千円
　ひとり親等の方が木更津市ファミリー・サポート・セ
ンター（※）を利用した場合に、その費用の一部を助
成する事業です。利用者数及び利用回数の増加により、
助成額に不足が見込まれるため、その分を増額します。
※子育ての手助けをしたい人と手助けをしてもらいたい人が会

員となり、地域で子育てを助け合う有償の相互援助活動

　Ｑ　利用者数と利用回数の具体的な数値は
　Ａ　令和５年度は、年間９人延べ420回の利用だっ

たが、令和６年度は10月末現在ですでに利用
者８人、延べ452回の利用がある。

（市 ９万９千円）

学校給食を活用した有機米供給
促進事業費 278万円
　有機米の学校給食への提供について、提供日数の増
加、米の価格の高騰に加え、価格の高い有機JAS認
証米の収量が増えたため、賄材料費（給食材料の購入
費）を増額します。
　Ｑ　有機JAS認証米とそうでない米との買取金額の差は
　Ａ　１俵当たり、令和６年度当初は有機JAS認証

米が２万３千円、無農薬無化学肥料で育てた認
証を取得していない米が２万円。
11月からは新米になり価格が高騰したため、
認証米が２万９千円、認証を取得していない米
が２万６千円に値上げをした。

（市 278万円）

観光地魅力アップ整備事業補助金
 　402万５千円
　観光地の魅力向上を図るとともに地域経済の活性化に
寄与するため、公衆トイレや駐車場等の観光関連施設を
整備する事業に対して補助金を交付するものです。観光
客数の増加に伴い、公衆トイレの整備を実施したい旨の
申出があったため、補助を行うための経費を計上します。
　Ｑ　この補助金を活用して整備した施設だと分かる

ようになっているのか
　Ａ　「こちらは魅力アップ整備事業で建てたトイレ

です」等の看板を出しているところもある。
（県 268万３千円・市 134万２千円）

騒音・振動対策費 △110万円
　木更津飛行場周辺の航空機騒音測定の委託料です。
当初予算時点では、江川総合運動場（継続的に測定）と、
新たに測定の必要があると判断した場合に対応できるよ
う２地点分を計上していましたが、新たな測定の必要性
がないと判断したため、１地点分を減額します。
　Ｑ　「新たな測定の必要がない」と判断した理由は
　Ａ　前年度の騒音相談等により、影響が著しいと思われる

場所について追加で測定を実施しているが、令和５年
度中に追加で測定する必要があると思われる場所がな
く、総合的に判断して、江川総合運動場のみとした。

（国 △100万円・市 △10万円）

令和６年度当初予算
計520億200万円

6月定例会
計534億9,665万９千円

9月定例会
計535億1,590万２千円

10月3日付専決処分+
12月定例会
＋10億2,779万８千円
計545億4,370万円

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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議案審議 令和６年12月定例会で審議された議案等を
公開しています。

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

議
案
第
81
号　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発

行
為
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
行
為

が
可
能
な
範
囲
を
地
図
で
明
示

議
案
第
74
号　

木
更
津
市
夜
間
急
病
診
療
所
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
！

君
津
郡
市
夜
間
急
病
診
療
所
か
ら
木
更

津
市
夜
間
急
病
診
療
所
に
変
わ
り
ま
す

議
案
第
76
・
77
・
78
・
79
・
80
・
82
・
83
・
84
号

手
数
料
・
使
用
料
の
見
直
し
に
伴
う
条
例
改
正

4
年
ご
と
に
見
直
す
『
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し
の

基
本
方
針
』に
基
づ
き
、今
回
料
金
等
を
見
直
し
ま
し
た
。

※
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
見
直
し
せ
ず

　

木
更
津
市
の
「
市
街
化
調
整
区
域
」
に
お
け
る

開
発
行
為
の
許
可
基
準
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、

地
図
で
対
象
範
囲
が
色
分
け
さ
れ
、
一
目
で
わ
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
内
で
、
市
長
が
指
定

し
た
特
定
の
土
地
（
指
定
区
域
）
に
対
し
て
新
た

な
基
準
を
適
用
し
、
そ
の
場
合
は
そ
の
区
域
を
告

示
し
、関
連
資
料
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Q　
「
市
街
化
区
域
」
と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
の

違
い
は

A　

開
発
を
促
進
す
る
区
域
（
市
街
化
区
域
）
と

開
発
を
抑
制
す
る
区
域
（
市
街
化
調
整
区
域
）
と

い
う
目
的
に
明
確
な
違
い
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
原
則
と

し
て
、
新
た
な
住
宅
地
や
商
業
施
設
な
ど
の
建
設

や
、
開
発
行
為
が
制
限
さ
れ
る
。

＊�

行
政
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
一
定
の
条
件
の
下
で

建
築
や
開
発
が
可
能
。

Q　

据
え
置
き
施
設
も
あ
る
理
由
は

A　

費
用
と
収
入
の
乖
離
が
今
後
さ
ら
に
広
が
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
。

Q　

今
後
は

A　

今
回
は
、
現
状
の
基
本
方
針
で
見
直
し
た
が
、

今
後
は
「
見
直
し
の
基
本
方
針
」
の
改
正
を
進
め
る
。

　

君
津
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
今
後
の

在
り
方
を
検
討
す
る
中
で
、
現
在
４
市
共
同
事
務

の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
管
理
費
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
民
間
や
各
市
へ
事
務
移
管
す
る

方
針
の
元
、
夜
間
急
病
診
療
所
に
関
し
て
、
所
在

す
る
木
更
津
市
を
管
理
市
と
し
て
事
務
移
管
す
る

方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
た
に
条
例
を

制
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
名
称
と
管
理
運
営
方
法
は
変
わ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
と
同
じ
場
所
で
同
じ
よ
う
に
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

使用料 ・利用料金 （※） 手数料

値上げ

老人福祉センター	 市民会館
市民総合福祉会館	 公民館
少年自然の家キャンプ場
清見台体育館

都市整備部関係
１９件

据え置き

市民活動支援センター	 弓道場
金田地域交流センター
江川総合運動場
身体障がい者福祉センター
きみさらず聖苑
健康増進センター
庭球場 （小櫃堰公園）
市民体育館　金田駐車場
庭球場 （貝渕 ・江川）
郷土博物館金のすず
野球場 （市営 ・江川）
子育て支援センター

１４６件

値下げ ０施設 １件

削除 ０施設 ５件

有料化 ０施設 ３件

（※） 施設の使用料 ・利用料金について
・施設の使用料等は近年の物価上昇を踏まえ、 原則見直しを実施
・令和７年４月１日以後の利用から金額変更 （３月末までの予約は現在の金額）
・ 老人福祉センターのみ利用日が令和７年４月１日以後であれば、 新料金の適用

診療所の名称 木更津市夜間急病診療所

所在地 木更津市中央１－５－１８

電話番号 （０４３８） ２５－６２８４

診療時間について

毎日 20:00～ 23:00

年末年始
（12/30～１/ ３）

９:00～ 17:00
20:00～ 23:00

夜間等の急病患者に対して
応急的な診療が受けられます

�毎日診療しています�
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議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問
一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の
方針などを問いただし、市民のための適切な市
政運営が行われているかをチェックするものです。

１４人の議員が大項目 26 点、小項目 168 点にわたり、一般質問を行いました。

紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、質問と答弁を掲載しています。
各議員の顔写真下のＱＲコードから質問と答弁の動画をご覧いただけます。

問　

災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て
、
過
去
の

災
害
で
実
際
に
支
援
を
受
け
た
実
績
は

答　

令
和
元
年
の
房
総
半
島
台
風
の
際
、
避

難
所
に
配
布
し
た
食
料
や
養
生
テ
ー
プ
、
ポ

リ
袋
等
は
協
定
に
基
づ
き
優
先
的
に
購
入
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
協
定
先
の
行
政

団
体
か
ら
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
飲
料
水
等
の
支

援
が
あ
っ
た
他
、
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
企

業
や
個
人
か
ら
も
多
く
の
支
援
が
あ
っ
た
。

問　

当
時
協
定
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
企
業

と
は
、
そ
の
後
協
定
を
結
ん
だ
の
か

答　

食
品
や
発
電
機
等
を
支
援
い
た
だ
い
た

大
型
商
業
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
等
の

企
業
、
行

政
団
体
等

と
協
定
を

結
ん
で
い

る
。

問　

小
学
校
の
教
材
で
お
は
じ
き
な
ど
は
個

人
所
有
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

答　

い
わ
ゆ
る
「
算
数
セ
ッ
ト
」
は
数
の
概

念
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
困
難
な
低
学
年

に
具
体
物
を
用
い
て
計
算
や
時
間
等
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

低
学
年
の
一
時
期
に
概
念
を
得
る
た
め

の
教
具
は
学
校
の
備
品
で
充
分
で
は

答　

教
材
等
を
大
事
に
す
る
指
導
で
個
別
に

用
意
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う

責
任
」
を
念
頭
に
見

直
す
べ
き
で
は

答　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

点
も
踏
ま
え
必
要
性

を
十
分
に
考
慮
す
る

よ
う
各
学
校
に
対
し

指
導
す
る
。

問　

市
が
整
備
す
る
「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
協
力
事
業
者
の
内
容
は

答　

宅
配
業
者
、
保
険
会
社
、
介
護
事
業
所

等
、
40
の
民
間
事
業
者
が
参
加
し
て
い
る
。

問　

多
業
種
が
参
加
し
て
い
る
が
高
齢
者
に

近
い
介
護
事
業
が
１
社
の
み
な
の
は
な
ぜ
か

答　

今
ま
で
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

今
後
も
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

問　

行
方
不
明
を
防
ぐ
「
見
守
り
」
と
は
別

に
、「
捜
索
」
の
為
の
新
た
な
巻
き
込
み
型

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
捜
索
へ
の
協
力

体
制
を
進
め
る
考
え

は
あ
る
か

答　

他
市
を
参
考
に
、

高
齢
者
が
安
心
・
安

全
な
生
活
を
送
れ
る

仕
組
み
を
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

学
校
教
材
は
個
人
で
の
購
入
が

必
要
な
の
か

行
方
不
明
高
齢
者
捜
索
の
為
の

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
求
む

大お
お

野の 

俊と
し

幸ゆ
き　

議
員

近こ
ん

藤ど
う　

忍し
の
ぶ　

議
員

吾あ

津づ 

松ま
つ

太た

郎ろ
う　

議
員

災害時応援協定締結
団体件数

小学生の算数セット

高齢者見守りネットワーク

協力事業者の
役割

地域の高齢者に何らかの異変
を発見した場合、木更津市
高齢者福祉課へ連絡する

参加している
協力事業者の
業種

電力会社、ガス水道事業所、
郵便局、金融機関、保険会社、
新聞販売店、宅配業者、
販売業、コンビニエンスストア、
有線放送、介護事業所及び
商工会議所

団体種別 件数
医療・福祉 19
業界 14
行政 10
寺院 1
私立学校 3
民間 53
合計 100
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一般質問の全文（会議録）

　令和６年 12月定例会の会議録は令和７年１月下旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧することができます。

本会議の中継

　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報

　連絡先等を公開しています。

問　

資
料
は
木
更
津
市
、
君
津
市
、
袖
ケ
浦

市
の
が
ん
検
診
に
関
す
る
比
較
と
、
木
更
津

市
の
県
内
の
受
診
率
の
順
位
で
あ
る
。

市
民
の
受
診
率
向
上
の
た
め
に
受
診
料
の
無

料
化
や
大
幅
な
減
額
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

日
程
の
調
整
や
受
診
の
大
切
さ
の
周
知

な
ど
に
よ
り
受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
お
り

受
診
料
の
無
料
化
や
減
額
は
行
わ
な
い
。

問　

市
民
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
は
ど
う

考
え
る
か

答　

比
較
的
安
価
な
自
己
負
担
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

受
診
率
の
数
値

目
標
は
あ
る
か

答　

令
和
17
年
度
に

お
い
て
全
国
の
平
均

受
診
率
を
目
標
と
し

て
い
る
。

問　

木
更
津
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
過
去
最
高
の
来
場
者
を
記
録
し

た
要
因
に
つ
い
て
、
市
の
分
析
は

答　
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
認
知
の
広
が
り
」

「
天
候
・
会
場
の
環
境
」「
飲
食
・
物
販
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
体
験
活
動
」
の
３
点
が

大
き
な
要
因
と
考
え
て
い
る
。

問　

会
場
以
外
へ
の
波
及
や
回
遊
性
等
、
今

後
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
は
あ
る
か

答　

今
年
は
水
上
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
初
め
て

運
航
し
た
。
会
場
を
今
後
整
備
が
進
む
吾
妻

公
園
文
化
芸
術
施
設

に
変
更
す
る
こ
と
も

考
慮
し
つ
つ
、
富
士

見
通
り
の
再
整
備
と

合
わ
せ
回
遊
性
を
高

め
る
新
た
な
魅
力
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

問　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
で
は
な
く
、
地
方
自
治
法
第

２
２
４
条
に
基
づ
く
公
の
施
設
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
を
進
め
る
と
は
、

つ
ま
り
、
公
民
館
は
廃
止
な
の
か

答　

そ
の
と
お
り
。
地
域
の
連
携
強
化
を
図

り
、
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
所
管
は
、
教

育
委
員
会
で
は
な
く
市
長
部
局
で
担
う
べ
き
。

問　

各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
務
局
は
、

公
民
館
だ
が
、
市
民
活
動
支
援
課
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
各
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
対
し
意
見
を

聞
い
た
か

答　

聞
い
て
い
な
い
。

問　

い
つ
聞
く

答　

今
後
の
意
見
公

募
や
説
明
会
で
市
民

の
声
を
把
握
す
る
。

木
更
津
市
も
が
ん
検
診
受
診
料
の

無
料
化
や
大
幅
な
減
額
が
必
要

持
続
可
能
な
行
事
運
営
の
た
め
に

公
民
館
は
廃
止
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
か
や
の
外

堀ほ
り

切き
り 

俊し
ゅ
ん

一い
ち　

議
員

草く
さ

刈か
り 

慎し
ん

祐す
け　

議
員

田た

中な
か 

紀の
り

子こ　

議
員

木更津市

９００円

１００円

３００円

１．３００円

５．０２％

県内５４位（ワースト１位）

県内５３位（ワースト２位）

〃

県内５２位（ワースト３位）

県内３６位

袖ケ浦市君津市

５００円令和６年度 胃がん検診 無料

無料がん検診 肺がん検診 無料

１００円自己負担額 大腸がん検診 無料

６００円合計額 ０円

１１．０８％平均受診率（令和元～３年度） ７．４６％

（「第４次健康きさらづ２１」より）木更津市のがん検診受診率の県内順位

大腸がん検診

乳がん検診

胃がん検診

肺がん検診

子宮がん検診

水上シャトルバス
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藤ふ
じ

田た 

真ま

澄す
み　

議
員

安あ
ん

藤ど
う 

順じ
ゅ
ん

子こ　

議
員

問　

若
年
層
の
投
票
率
の
低
さ
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
か

答　

若
年
層
の
投
票
率
の
低
さ
に
つ
い
て
は

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
判
断
で
き
な
い
、
投

票
し
て
も
政
治
は
変
わ
ら
な
い
、
投
票
し
た

い
個
人
や
政
党
が
な
い
」
な
ど
、
政
治
に
対

す
る
理
解
不
足
や
期
待
感
の
希
薄
さ
が
要
因

の
一
部
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

他
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
複
雑
な
選

挙
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
本
市
で
の
取
組
は

答　

比
較
的

問
い
合
わ
せ

の
多
い
身
近

な
情
報
を
掲

載
し
て
い
る
。

問　

通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
、
中
学
校
に

も
「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
設
置
す
る
な
ど
、

柔
軟
な
対
応
は
可
能
か

答　

今
後
、
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
に
努
め
、

学
習
障
害
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
に
対
応
で
き
る
通

級
指
導
教
室
の
設
置
を
県
に
要
望
し
、
困
難

さ
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
支
援
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

英
検
３
級
受
検
の
中
３
の
み
が
市
の
助

成
制
度
対
象
だ
が
、
対
象
拡
大
の
考
え
は

答　

小
学
校
か
ら
外
国
語
活
動
・
教
育
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
よ
る

早
期
の
３
級
受
検
者

増
加
が
推
察
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
受

検
者
数
等
を
調
査
の

う
え
、
対
象
の
拡
大

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問　

漁
業
協
同
組
合
所
有
地
の
固
定
資
産
税

が
大
幅
に
増
額
と
な
っ
た
が
、
土
地
評
価
の

仕
組
み
を
伺
う

答　

課
税
対
象
で
あ
る
土
地
及
び
家
屋
の
価

格
を
課
税
標
準
と
し
て
課
税
し
、
そ
の
価
格

は
、
国
の
評
価
基
準
に
基
づ
き
算
定
し
て
い

る
。
土
地
の
評
価
は
、
登
記
簿
上
の
地
目
に

関
わ
り
な
く
、
実
際
の
土
地
利
用
に
応
じ
て

地
目
を
認
定
す
る
「
現
況
課
税
」
で
あ
る
。

問　

軽
減
措
置
は
な
い
の
か

答　

地
方
税
法
第
３
４
８
条
第
４
項
に
よ
り

漁
業
協
同
組
合
が
所

有
し
、
か
つ
、
使
用

す
る
倉
庫
等
に
対
し

て
は
、
非
課
税
措
置

を
適
用
し
て
い
る
が

そ
の
他
は
、
軽
減
措

置
は
な
い
。

問　

本
市
に
生
息
す
る
獣
類
は
何
か

答　

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
二
ホ
ン
ザ

ル
を
は
じ
め
、
木
更
津
市
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
に
お
い
て
、
駆
除
対
象
と
し
て
い
る
８
種

全
て
の
獣
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

問　

サ
ル
の
被
害
対
策
は

答　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
捕
獲
活
動
に
加
え
、

今
年
度
の
新
た
な
取
組
と
し
て
成
獣
の
メ
ス

ザ
ル
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
を
取
り
付
け
、
群
れ

の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
捕

獲
や
駆
除
を
効
率
的
に
行
う
。

問　

地
域
ぐ
る
み
の
取
組
は
ど
う
か

答　

従
事
者
に
よ
る
捕
獲
と
併
せ
て
、
地
域

全
体
で
環
境

整
備
に
取
り

組
む
こ
と
が

よ
り
対
策
に

繋
が
る
。

若
年
層
に
も
わ
か
り
や
す
い

行
政
の
選
挙
啓
発

小
中
学
生
の
学
習
意
欲
向
上
の

教
育
行
政

固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

拡
大
傾
向
に
あ
る

獣
被
害
に
つ
い
て

斉さ
い

藤と
う 

高た
か

根ね　

議
員

佐さ

藤と
う 
修し

ゅ
う

一い
ち　

議
員

学びは未来への投資です！

漁業協同組合所有地

市内で増える獣被害

年代別投票率
10代 36.54％
20代 28.22％
30代 39.29％
40代 45.45％
50代 50.77％
60代 61.50％
70代 64.04％
80歳以降 47.51％
全体の投票率は 48.59％
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問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い

な
い
方
の
取
扱
い
に
つ
い
て
問
う

答　

発
行
済
の
国
民
健
康
保
険
証
は
令
和
７

年
７
月
末
日
ま
で
使
用
で
き
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
も
、

利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
方
へ
の
勧
奨
は

答　

新
規
国
保
加
入
者
に
は
資
格
確
認
書
郵

送
の
際
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
登
録
方
法
を
紹
介
し
、

手
続
困
難
者
に
は
市
や
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
有
効
期
限
到

来
者
に
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
必

要
書
類
を
お
知
ら
せ

す
る
。

問　

令
和
４
年
３
月
議
会
で
「
グ
リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
活
用
を
提
案
し
た
が

そ
の
後
の
検
討
状
況
は

答　

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
時

速
20
ｋｍ
未
満
と
低
速
度
の
た
め
、
運
行
地
域

に
向
き
・
不
向
き
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が

県
内
の
他
の
自
治
体
に
お
い
て
、
買
い
物
や

グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
を
は
じ
め
、
地
域
課
題

の
解
決
に
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
の
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る

地
域
主
体
の
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
１
つ

の
手
段
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
本
市
に

お
け
る
導
入
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

問　

教
育
支
援
教
室
「
あ
さ
ひ
学
級
」
の
活

動
内
容
は

答　

自
分
に
合
っ
た
内
容
の
学
習
を
無
理
な

く
進
め
る
自
主
学
習
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

担
当
の
相
談
員
が
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、

一
人
一
人
が
社
会
的
に
自
立
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
へ
の
登
校
も
あ

さ
ひ
学
級
へ
の
通
級
も
難
し
い
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
学
習
機
会
の
場
を
保
証
す
る
た
め
、

昨
年
度
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
用
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
さ
ひ
学
級
を
開
級
し
た
。

問　

保
護
者
の
相
談

窓
口
は

答　

学
校
を
通
し
て

申
し
込
む
教
育
相
談

教
室
、
直
接
連
絡
で

き
る
青
少
年
・
子
育

て
相
談
が
あ
る
。

問　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
伺
う

答　

相
続
相
談
が
多
い
た
め
千
葉
県
行
政
書

士
会
等
と
共
同
開
催
し
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
や
法
的
効
力
の
あ
る
遺
言
書
、
そ
の

保
管
制
度
や
墓
じ
ま
い
に
つ
い
て
の
講
演
や

作
成
体
験
を
行
っ
て
い
る
。
毎
回
、
申
込
が

定
員
を
超
え
て
い
る
。

問　

身
寄
り
の
な
い
方
が
亡
く
な
っ
た
際
、

親
族
を
調
べ
る
調
査
の
範
囲
な
ど
国
の
統

一
し
た
規
定
は
な
い
が
、

本
市
で
は
ど
う
か

答　

規
定
は
設
け
て
い

な
い
が
、「
身
寄
り
の
な

い
方
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
の
遺
留
金
等
取
扱

の
手
引
き
」
を
参
考
に

行
っ
て
い
る
。

重じ
ゅ
う

城じ
ょ
う 

正ま
さ

義よ
し　

議
員

渡わ
た

辺な
べ 

厚あ
つ

子こ　

議
員

竹た
け

内う
ち 

伸の
ぶ

江え　

議
員

神か
み

蔵く
ら 
五さ

月つ
き　

議
員

従
来
の
保
険
証
を
廃
止
後
の

行
政
の
取
組

地
域
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る

施
策
に
つ
い
て

学
校
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
へ
の

支
援
に
つ
い
て

終
活
準
備
で

安
心
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ラ
イ
フ
を

国民健康保険資格確認書

試乗会の様子（松戸市HPより）

相談カード

エンディングノートセミナーのイラスト
（市ホームページ）
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議員発議案

勧告どおりの期末手当0.1カ月分を
引き上げ、令和７年度以降は平準
化する条例改正案を提出

令和６年12月支給の期末手当
49,500円の増額

令和７年度以降は、
令和６年度と同額を支給

本会議で
発議案を審議

可 決

発議案

陳情第８号　訪問介護基本報酬の引き上げと介護報酬再改定を求める陳情書

　陳情者　社会保障推進千葉県協議会　会長　鈴木　徳男さん

　介護報酬の改定により訪問介護の基本報酬が引き下げられたことに対して、訪問介護基本報酬の引き上
げと介護報酬再改定を早期に行うよう、関係機関あてに意見書の提出を求めるものです。

陳情第９号　一般廃棄物処理業務における働き方改革等に関する陳情書

　陳情者　木更津市一般廃棄物協同組合　代表理事　高橋　幹雄さん

　働き方改革を実現するため、木更津市が委託している一般廃棄物の収集運搬業務について、ごみの収集
日を週６日から５日にすること、ごみの回収に伴う予算を増額することを求めるものです。

教育民生常任委員会協議会
陳情者の趣旨説明、質疑

本会議で委員会の
結果報告後、審議

教育民生常任委員会
執行部の参考意見を聞いて審査

採 択採 択

建設経済常任委員会協議会
陳情者の趣旨説明、質疑

本会議で委員会の
結果報告後、審議

建設経済常任委員会
執行部の参考意見を聞いて審査

採 択採 択

発議案第５号　木更津市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を
　　　　　　　改正する条例の制定について

　令和６年の国の人事院勧告や千葉県人事委員会勧告を踏まえ、市職員と同様に議員の令和６年 12 月期
末手当を引き上げ、また、令和７年度以降６月と 12 月で平準化しようとするもので、全会一致で可決さ
れました。
　なお、令和４年 10 月の木更津市特別職報酬等審議会の答申において、市議会議員の期末手当を人事院
勧告に準じて改定を行うことは妥当であるとの付帯意見が出されています。

発議案第６号　訪問介護基本報酬の引き上げと介護報酬再改定を求める意見書について

　陳情第８号が本会議で採択になったため、発議案が提出され、賛成者多数により可決されました。

本会議で
陳情第８号を審議

議会終了後、
内閣総理大臣他
関係機関に提出

採択を受け、
意見書を議員発議案
として提出

本会議で
発議案を審議

可 決採 択

陳　情
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一般質問の資料を事前公開
　議会改革特別委員会では、これまで、他自治体の先進事例を参考に、議員が一般質問する際
に使用する資料を事前に公開するにはどのようにしたらいいかを調べ、話し合ってきました。
　その結果を議会運営委員会に提出し、12月
議会から公開することにしました。

　・公開場所　木更津市議会ホームページ　
　・公開期間　原則として一般質問初日の
　　　　　　　前日から次回定例会まで

資料は、公開を希望する議員のみです。
議場で傍聴する際には、印刷してお持ち
ください。

情報開示制度の施行状況（令和６年）
　木更津市議会情報公開条例に基づく、令和６年（1月～ 12月）の情報開示制度の施行状況
を公表します。過去の公表状況は、市議会のホームページをご覧ください。

　・開示の請求件数　　　１件
　・不服申し立ての件数　０件

番号 件名

議
決
結
果

吉
田
眞
紀
人

吾
津
松
太
郎

柗
井　

晃
治

藤
田　

真
澄

重
信　

文
彦

安
藤　

順
子

齊
藤　

秀
樹

佐
藤　

修
一

神
蔵　

五
月

堀
切　

俊
一

石
井　

徳
亮

竹
内　

伸
江

重
城　

正
義

永
原　

利
浩

座
親　

政
彦

渡
辺　

厚
子

田
中　

紀
子

草
刈　

慎
祐

近
藤　
　

忍

大
野　

俊
幸

斉
藤　

高
根

三
上　

和
俊

鶴
岡　

大
治

議 案
第７６号

手数料条例の一部を改正する条例の制定について
原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

議 案
第７７号

木更津市民会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

原案
可決

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

議 案
第７８号

木更津市老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

原案
可決

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

議 案
第７９号

木更津市民総合福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

原案
可決

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

議 案
第８２号

木更津市立公民館設置及び管理運営条例の一部を改正する条例の
制定について

原案
可決

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

議 案
第８３号

木更津市立市民学習会館等の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

原案
可決

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

議 案
第８４号

木更津市立少年自然の家キャンプ場の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

原案
可決

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

発 議 案
第 ６ 号

訪問介護基本報酬の引き上げと介護報酬再改定を求める意見書につ
いて

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ -

陳 情
第 ８ 号

訪問介護基本報酬の引き上げと介護報酬再改定を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ -

※表の見方　　　○：賛成　　●：反対　　－：議長のため採決に加わっていません　　欠：欠席

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他　22件の議案等は、原案のとおり全会一致で可決・同意しました。

一般質問資料の
ページはこちら

情報開示制度の
施行状況

ホームページ掲載イメージ
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委員会の行政視察
　行政視察は、他の自治体が行っている施策等を調査研究し、市民福祉の向上やまちづくり施策
に活かそうとするものです。行政視察の調査項目は、委員会の所管事項に関し各委員会で協議し
て決定しています。

総務常任委員会
令和６年 10月３日～４日
�・静岡県掛川市　「『働き方改革 2.0』の取組について」�
�・愛知県豊橋市　「防災行政の取組について」

　掛川市では、エンゲージメントサーベイの分析によって職員の
実情を把握し、具体的な取組に反映していることが効果を生んでいると感じました。また、職員のや
りがいや業務遂行能力向上を目的としたエントリー制度は面白い取組であり、希望部署への移動が叶っ
た場合は労働生産性向上にもつながる施策と感じます。本市にとっても同様の取組ができるか、今後
の成果と課題に注目していきます。

教育民生常任委員会
令和６年 10月 15日～ 17日
�・福岡県福岡市　「認知症フレンドリー・シティプロジェクトについて」�
�・広島県福山市　「福山 100NEN教育の推進について」
�・静岡県静岡市　「総合的な不登校対策の推進について」

　福岡市では、人生 100 年時代を見据え、持続可能な社会を両立できる健康寿命社会のモデルを作る
プロジェクトを産学官民で推進し、認知症フレンドリーシティを目指しています。プロジェクトの中
核事業であるユマニチュードはその効果の検証もされており、本市においても認知症に関する大胆な
施策の展開が必須と考えられ、できるところから取り組んでいくことが必要と考察しました。　

建設経済常任委員会
令和６年 10月 23日～ 24日
�・群馬県川場村　「道の駅川場田園プラザについて」�
�・新潟県湯沢町　「観光振興の取組について」

　川場村は、年々人口が減少する中、可能な限り自立した村を目指し、
基幹産業である農業に観光をプラスし、道の駅事業を発想し推進しています。川場田園プラザは多く
の人が目的地として訪れているようですが、本市のうまくたの里は帰り道に寄る道の駅という印象が
強く感じられます。施設規模に違いはありますが、施設発展の選択肢の１つとして調査研究を進めて
いく必要があると考察しました。

議会改革特別委員会
令和６年 11月 12日
�・東京都立川市　「オンラインの方法による委員会出席の取組について」�

　立川市では、令和４年７月から委員会へのオンライン出席について検
討を始め、令和５年４月１日に委員会条例及び会議規則を改正しました。
議論の進め方は熱心・丁寧であり、本市が災害や委員の状況に応じた様々な運営方法について検討し
ていくべきとの考えを深めることができました。引き続き調査研究を進めるとともに、委員会へのオ
ンライン出席の実施に向けた協議を進めていきます。

掛川市での視察の様子

福岡市での視察の様子

川場村での視察の様子

立川市での視察の様子
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次
回
３
月
定
例
会（
予
定
）

日 月 火 水 木 金 土
2/6 7 8
本会議
（開会）

総務
常任委員会

9 10 11 12 13 14 15
教育民生
常任委員会

建設経済
常任委員会

16 17 18 19 20 21 22
本会議

（議案審議）
23 24 25 26 27 28 3/1

本会議
(一般質問)

2 3 4 5 6 7 8
本会議

(一般質問 )
総務

常任委員会
教育民生
常任委員会

9 10 11 12 13 14 15
建設経済
常任委員会 予算審査特別委員会

16 17 18 19 20 21 22
予算審査
特別委員会

本会議
（議案審議）
（閉会）

12月定例会の傍聴者は延べ37名でした。
３月定例会の特別委員会の開催日時は現在
未定です。
詳しくは、議会事務局（電話23‐7185）
へお問い合わせください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを

貸し出しています。また、市議会ホームページからも

「声の市議会だより」をお聞きいただけます。

●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）を

インターネットでもご覧いただけます。

URL：https://www.city.kisarazu.lg.jp/
　　　gyouseijoho/shigikai/eizouhaishin/8048.html

行政視察の受入れ
　木更津市の特色ある施策について説明や現地見学を行っており、令和６年度はこれまでに延べ 23
団体を受け入れました。
　オーガニックなまちづくりや学校給食への有機米提供、アクアコインが特に注目されています。
視察日 自治体（議会）等名 調　査　事　項
5月 10日 松 戸 市 学校給食への有機米導入の取組

14日 東京都小金井市 地域通貨アクアコイン／らづポイント事業について

7月 2日 神奈川県愛川町 富来田地区まちづくり協議会による自家用有償旅客運送（交通空白地有償
運送）について

9日 新 潟 県 魚 沼 市 アクアコインの導入経緯、制度概要、効果、課題ほか（例：税金の支払に使える仕組
み、意図、効果等）／アクアコインを取り扱う関係機関との連携状況、役割分担

10日 北 海 道 小 樽 市 電子地域通貨「アクアコイン」について
11日 長 崎 県 雲 仙 市 有機農業推進の取り組みについて
17日 地方自治研究会 オーガニックなまちづくり
19日 千 葉 県 有機農業の推進／オーガニック給食／オーガニックなまちづくりについて
22日 埼 玉 県 越 谷 市 オーガニックなまちづくりアクションプランについて
23日 静 岡 県 伊 豆 市 旧市立富岡小学校の跡地活用（宿泊施設）について

8月 1日 栃 木 県 真 岡 市 学校給食のオーガニック化について／有機農業推進の取組について
10月 2日 長 野 県 伊 那 市 有機 JAS認証を目指した「きさらづ学校給食米®」の取組

9日 福島県須賀川市 きさらづ地域循環共生圏の取組について

21日 兵 庫 県 加 西 市 オーガニック給食の取り組みと食育について
山形県尾花沢市 きさらづ健康アプリ「らづ Fit」の取り組みについて

22日 愛 知 県 西 尾 市 市民参加型合意形成プラットフォーム「きさらづみなトーク」について
23日 山 口 県 萩 市 オーガニックシティ推進の取り組みについて
30日 滋 賀 県 栗 東 市 オーガニックなまちづくり

11月 5日 徳 島 県 阿 波 市 有機農業推進の取り組みについて／オーガニックビレッジ宣言について　など
福 井 県 鯖 江 市 鳥居崎海浜公園（Park-PFI 管理許可制度、委託管理）について

1月 8日 宮 崎 県 日 南 市 オーガニック給食について

15日 兵 庫 県 三 田 市 オーガニックなまちづくりについて／学校給食への取組について／農業者
への支援事業について

16日 島 根 県 浜 田 市 オーガニックなまちづくり／有機農業推進の取組について
令和７年 2月 1日現在、受入れを行った自治体等

　木更津市議会でも、他の自治体の先進的な施策を調査し、今後の活動に役立てるため、各常任委
員会や特別委員会、会派ごとに行政視察を実施しています。
（委員会の視察については 10ページをご覧ください）
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Topics　～木更津市地域猫活動団体連絡協議会を取材～

地域猫活動で住みよいまちづくりを地域猫活動で住みよいまちづくりを
地域猫活動とは？

　飼い猫は、県の条例により室内飼育が努力義務と
されている一方、管理されていない飼い主のいない
猫は屋外で大繁殖したり、糞尿などで住民トラブル
の原因となるケースが多々あります。
　地域猫活動は、そんな問題を減らし、住環境を改
善するための活動です。地域住民が主体となり、行
政や活動アドバイザーと協働して行います。
　活動者は飼い主のいない猫を不妊去勢手術し、地
域猫として管理します。
許可済みの場所で毎日同
じ時間に給餌し、迷惑軽
減のため清掃活動も行い
ます。生を全うするまで
管理を継続することで、猫
は徐々に減っていきます。

地域猫活動団体連絡協議会が目指すものは？
　木更津市の地域猫活動団体は、令和７年２月１日
現在10団体です。木更津市では、主に自治会の下部
組織や関連団体として組織され、地域住民や施設管
理者の理解と協力を得て活動しています。
　活動の中で各団体はそれぞれいろいろな課題に直

面します。それらの課題を
共有し解決を図りやすくす
る目的で各団体が連携し、
令和６年６月に「木更津市
地域猫活動団体連絡協議
会」を発足しました。

　現在は、より活動しやすくなるよう市と課題を共
有したり、地域猫活動という方法について広く市民
の方々に知っていただけるよう、定期的な情報交換
会や啓発活動などを行ったりしています。当協議会
は地域猫活動にご理解、ご協力くださる方がひとり
でも増えることを願い活動しています。

こちら編集会議
　地域への関わり方には、いろいろなカタチがあり
ますね。地域猫ボランティアの方々は、猫好きの方
もそうでない方もいるとのこと。「地域を住みよいま
ちにする」。市民の皆さまの小さな想いが集まれば、
大きなカタチになると感じました。
 （記：佐藤）

木更津市議会広報委員会　 ◎委員長  〇副委員長

　◎佐藤　修一　〇田中　紀子　　吉田眞紀人
　　吾津松太郎　　柗井　晃治　　藤田　真澄

　広報委員会は、市民目線に立って「読みやすい、
親しみやすい」紙面づくりを目指しており、スマー
トフォンからご意見・ご感想を送れるようにいたし
ました。（右図参照）
　なお、従来通り電話、FAX、メール、郵送でのご
提出も受け付けております。

電　話）0438-23-7185　FAX）0438-22-4734
メール）gikai@city.kisarazu.lg.jp
住　所）〒292-8501
　　　　木更津市富士見 1-2-1 市議会事務局 宛

※いただいたご意見等は、市議会だよりに
　掲載する場合があります。

スマートフォンでの
ご意見・ご感想の送付手順

①上記の QR コードをスマートフォンのカメラで
　読み取る　

②画面に表示されたリンク先をタップ。

③簡単な設問に回答
　（自由記述できる欄もあります）

④「確認画面へ進む」をタップ

⑤記載内容を確認したら、「送信」をタップ

市議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしています

（※）TNR…Trap（捕獲）・Neuter（不妊・去勢手術）・
　　　　　 Return（元の場所に戻す）の略

木更津市
地域猫活動団体

連絡協議会
インスタグラム

TNR（※）の準備作業

オーガニックシティフェスティバルに出店


